
はじめに 
 

日本学術会議獣医学研究連絡委員会 
唐木 英明 

 
 「食の安全と安心」がわが国の大きな課題になっているが、消費者アンケートで食の不安の原

因として常に上位に挙げられるのが食品添加物である。不安に思っているのは消費者だけではな

く、中高生用の副読本には「健康を損なう恐れがあるので食品添加物はなるべく避けよう」とい

った記述がある。そして、そのような教育のためか、武庫川女子大学が食物栄養関係の学生に行

ったアンケート調査でも、93％の学生は食品添加物が身体に悪い影響があると考え、その理由

として、がんの恐れがあると思う人が 65％、アレルギーの恐れがあると思う人が 24％、よくわ

からないが身体に悪いと思う人が19％、胎児に悪影響があると思う人が12％だった。その結果、

無添加食品が人気を呼んでいる。 
 こんなに嫌われる食品添加物がなぜ使われているのだろうか。食品添加物を使う目的は、豆腐

を固めるための凝固剤のように製造や加工のため、殺菌や防カビ剤などのように食品の保存性を

高めて食中毒を防ぐため、香りや色やうまみを豊かにするため、そしてビタミン剤のように栄養

成分を補充するためである。食品添加物がないと、味噌やしょうゆはカビだらけになり、食品の

種類は減り、食品の味も見かけもかなり見劣りがするものになるだろう。 
 しかし、食品添加物がほんとうに危険なものなら、どんなに便利でも使うべきではない。その

安全性はどのように規制されているのだろうか。食品添加物は国際的な基準に従って科学的な根

拠に基づいて一生食べ続けても健康に影響が出ない量が決められ、それを守ることが厳しく求め

られている。実際に日本では食品添加物により健康被害が起こった例はほとんど報告されていな

い。 
 このように、毎日の生活に必要で、安全性も高い食品添加物がなぜこのように嫌われているの

だろうか。このような「食の安全と安心の乖離」は、食品添加物に限らず、他の多くの食品にも

共通する。この問題の原因を探り、対策を考えることは、安全と安心の確保にとって極めて重要

な課題である。 
この公開討論会は、そのような目的を持って、食品添加物の目的、用途、安全性と規制、消費

者の考え方、なぜ嫌われているのかなどについて、いろいろな立場の参加者の間で討論を行いた

い。 
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